
神戸市発　「環食」の広がりをめざして！

◆フード・マイレージから、「フード・エコ・マイレージ」へ
　ガソリンを燃料とするトラックで１トンの食材を１km運ぶと、約167gの CO2 が出るとされています。
　これを目安に、食材がどれくらい環境に負荷をかけて輸送されたかを知る指標として、フード・マイレージ（食
べ物の輸送距離）が使われます。

　このフード・マイレージの考え方に「こうべバイオガス」を適用すると、地球環境への負荷は無くなります。
その理由は、こうべバイオガスが、食べ物（野菜など）のかすなどを原料につくられている点にあります。
　簡単にいうと、地下から化石燃料を掘り起こし、その燃料を使うことによって地上のCO2 の量を増やしているの
がガソリン車。（地下に眠っていたCO2 が地上に出て行く）
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負荷はマイルに応じて増加

　一方、こうべバイオガスを使う場合、排
出するCO2 は下水道で集められた食べ物の
かすなどに含まれるCO2（例えば野菜が育
成の過程で大気中から取り込んだCO2）で
す。したがって、もともと大気中にあった
ものがまた大気中に放散されるだけなので、
CO2 の量の変動に影響しないのです。

◆食の移動に関する環境負荷を比較すると

ＣＯ２

ＣＯ２

①野菜が CO2 を
　取り込む

②食材として　
　調理場へ

③食材のかすが
　下水処理場へ

④バイオガスを製造。輸送燃料に

⑤輸送によって出た CO2 は
再び大気中に戻る

CO2 は増えることなく循環
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これまで 環食スタイル

茶色い矢印は環境に負荷 （CO2） がかかるもの
青い矢印は負荷がかからないもの

下水道はパイプの傾斜を
利用して水や汚れを運ぶ
クリーンな輸送手段です

食べかすなどを
運び終えた水
は元の姿になっ
て帰っていく

資源を活用
（バイオガス）
（肥料など）
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買い物はできるだ
け市バス （こうべ
バイオガスで走って
います） か徒歩で

◆「環食しよう！」イベントで使用した食材とCO2 削減効果

トマト　　　25kg
にんじん　　10kg
セロリ　　　7kg
玉ねぎ　　　14kg
ポテト　　　14kg
ズッキーニ　7kg
ベーコン　　12kg

合計89kgの食材を、こうべバイオガスの力で30km運んで・・・
0.089(t)　×　167(g)　×　30(km)　＝　約446g　のCO2 削減
これは、一般家庭で暖房を11時間消したのと同じ効果です。

寒さや暑さを我慢するのは大変。そこで、買い物に行く手段を変えたり、環境への負荷が小さい商品を選ぶことで、
地球環境にやさしい消費行動を実現したいという想いがあります。
本イベントをきっかけに、今後、食材がどれくらい環境に負荷をかけずに運ばれたかという目印を、商品ごとに添
付する活動などを展開していきたいと考えています。


